
可

般
小
説

袋

H
六

去
年
刊
醐
岡
市
「
一
月
、
大
山
削
推
正
有
仁
徳
に
て
例
年
荷
省
よ
り
納
米
年

賀
の
内、

三
分
一
不
vm
蹴
弘
北
凶
-不
倫
ロ貧
賎
貧
包
一
成
亥
附
年
の
聞
に
、

惣
て
大
泊
三
帆
に
免
許
の
曲
、
朝
廷
よ
り
文
瞥
を
以
て
務
省
の
線
相
官

撫
院
へ
生
回
日
有
之
。
依
之
所
々
の
官
府
へ
申
来
候
陀
付、

民
間
へ
被

刺
繍
、
新
民
渦
悦
仕
候
。
腕
又
同
年
三
月
鳳
瓜
二
初
、
北
京
の
帝
都
よ

り
閉
山
の
上
に
数
鳴
段
、
数
十
町
民
相
附
え
候
ロ
大
島
二
四
川
先
行
し

新
品
後
を
守
設
し
候
。
方
の
向
調
五
色
に
し
て
長
笠
丈
武
三
尺
、
日

七
八
尺
程
有
之
、西
山
の
官
民
数
百
人
見
届
候
回
百
建
叙
附
候
慮
、
来
正

術
流
出
M

花、
H
K
我
備
制
陀
あ
ら
宇
前
民
の
徳
也
と
。此
度
船
頭
越
樹
三
が

従
弟
越
大
鯨
、
樹
三
が
婆
の
弟
呉
服
牧
と
申
す
岡
入
、
と
も
に
翰
林

思
士
日
締
官
陀
て
候
。樹
三
依
共
飾
北
京
へ
致
参
府
候
に
付
、此
雨
人

方
よ
り
右
の
段
承
之
候
由
。
西
山
と
申
は
縫
正
帝
白
雄
官
陀
て
、
川

酬
明
聞
と
中
し
、

帝
披
よ
り
束
の
方
陀
て
、
本
初
の
恩
赦
陀
て
凡

車
問
り
候
。
近
来
於
中
間
も
鳳
風
来
山
田
の
依
承
不
及
候
。
右
南
京
の

船
頭
此
度
長
崎
に
て
詩
候
趣
、
長
崎
よ
り
申
来
候
。

て
袋
鳩
山
弛
の
天
命
論

大
崎
兄
主
舟
の
内

最
前
総
務
問
鱗
の
時
分
、
ゐ
モ

t
山
候
て
即
申
而
加
よ
り
待
政
の
口
二

章
不
承
候
問、

部
じ
き
か
廿
候
桜
花
懇
監
の
者
有
之
、
も
は
や
問
中
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市
街
は
相
僚
候
。
近
日
神
崎
政
刊
仰
を
桃
巾
告
に
候
。
就
北
ハ十
有
五
t
u
a於

問中
-需
を
工
夫
仕
見
巾
候
。
外
に
何
の
格
俄
は
舵
…
之
候
。
川和
五
十
知
n

天

命
-
と
申
所
、
築
住
促
天
命
仰
天
道
之
流
行
而
賦
=
於
物
一者
。
乃
一
品
物

所
a
以山
'HP然
之
故
也
と
有
之
候
所
、
如
何
見
紋
申
候
や
、
只
今
迄
あ
ら

憐
し
に
仕
也
候
。
此
皮
よ

t
AHm
い
た
し
候
。蹴
川知
広
父
慈
子
孝
は

所
以
常
然
也
。
知
nr
〈
命
聞
は
知
事北
ハ
ma以
吟

vmM。
是
父
子
本
一
筒
の
人

な
る
一
品
を
知
て
一吋
也
の
白
布
之
候
。
此
訴
に
て
得
心
い
た
し
候
。
父

陀
て
は
慈
、
子
に
て
は
孝
、
由
同
然
は
こ
っ
陀
候
得
北
ハ
父
子
も
と
ひ
と

つ
人
に
て
候
。
も
し
父
に
成
候
時
は
恕
に
な
り
、
も
し
干
に
成
候
時

は
孝
促
成
巾
候
。
川
知
れ
ば
孝
弘
U

は
こ
つ
に
て
、
共
所
a
以
孝
慈
-は
一
つ

に
て
候
。
父
に
在

τ所
a
以
慈
"は
、
則
子
陀
在
て
所
包
以
孝
『に
て
、

ζ

a
A

陀
拙
甘
辛
は
無
之
候
。
共
い
は
れ
は
天
よ
り
人
民
臥
せ
ら
れ
候
民
、

4
4
慈
と
分
付
て
は
不
被
賦
候
。
た
ピ
共
用
a
以
孝
慈
-
の
現
世
被
賦
候
。

孝
慈
一
浪
花
候
。
孝
慈
に
不
限
凡
事
物
の
営
然
は
、
事
々
物
々
替
る

共
、所

z
以
北
τ
然
ぽ
一
原
よ
り
山
中
候
。
天
よ
り
被
賦
に
は
、
共
所
a
以

常
事
掛
川
を
以
て
被
賦
候
。
共
放
父
陀
孝
を
し
、
子
に
慈
を
す
る
は
、
問

よ
り
川
る
我
が
所
話
に
て
候
。
父
に
向
て
は
孝
を
せ
ま
じ
き
と
忠
て

も
、
孝
な
ら
ざ
る
と
と
を
不
得
、

T
K到
し
て
は
慈
な
ら
ざ
る
と
と

を
不
仰
物
、
人
ど
と
に
祢
之
。
n
比
は
孝
を
し
慈
を
す
る
本
に
て
、

天
命
流
行
の
所
な
り
。
人
も
荷
物
と
同
じ

t
、
天
命
流
行
の
中
に
あ

れ
ば
、
孝
を
し
慈
を
す
る
も
、
指
の
飛
び
魚
の
翻
る
も
同
事
に
て
候
。

共
常
然
は
高
殊
な
れ
ど
も
、
共
所
z
以
北
旬
刷
出
は

一
一
割
な
り
。
委
何
酬
は
策

紙
に
不
能
縦
候
。
か
ゃ
う
の
都
、
い
つ
か
而
絞
陀
申
入
度
候
。
以

J:: 。

四
月
八
日
1
Mw
m

迩
、
謀
流
い
た
し
今
年
二
月

H
日
以
無
人
の
他

へ
流
得
候
。
陥
へ

上

り
候
へ
ば
他
井
諸
鳥
居
多
民
付、

棒
叉
は
礁
に
て
打
殺
し
食
物
広
仕

候
庭
、
船
中
七
人
の
内
結
顕
勘
左
衛
門
と
巾
者
、
右
食
物
陀
中
り
死

巾
候
。
舟
も
破
損
し
候
故
、
船
中
の
銚
・撃
品
帯
広
て
舶
の
残
木
を
取

上
、
四
月
迄
か
L
A

り
小
航
を
作

p
、
同
月
川
舶
し
八
日
七
夜
風
よ
〈

候
セ
走
り
候
へ

ば
、
八
丈
島
へ
策
岸
仕
、
変
に
て
婆
少
々
乞
受
、
五

て

山川
紡
主
へ
白
銀
の
御
褒
美

去
成
年
三
十
=
一

帯

庇

船

主

剛

淵

右
脳
鮒
へ
去
各
日
本
人
抜
民
主
企
て、
海
上
を
散
す
帯
縮
、中

へ
乗
り

診
り
候
所
に
、
府
人
共
起
合
図
之
、
早
速
呑
般
へ
訴
候
に
付
召
捕
之

~i 

f言

候
。
被
災
之
俄
は
箆
宮
御
刷
世
相
民
の
属
、
堅
〈
相
守
り
候
陀
付
録
御
装

英
、
布
謝
悦
信
へ
白
銀
千
郎
被
下
之
供
。

て
加
…
入
品
源
山
市
始
末

党
文
九
年
の
各
紀
州
領
内
の
商
船
、
渡
海
の
節
迩
=
難
風
丞
…
人
柏
崎
へ
致

源
流
、
m
計
年
防
御
の
趣
紀
州
よ
り
昔日上
、
船
頭
江
戸
へ
召
寄
老
中
被

納
町叩
魁
。

一
、
常
一
橋
を
江
戸
へ
廻
し
候
陀
付
、
去
年
十

一
月
廿
六
日
紀
州
有
閑

榔
笹
川
崎
川
山
内
帆
し
、

十
二
月
六
日
勢
州
河
野
浦
の
海
ょ
に
て
大
風
陀

可
制
小
説

容
4
H

六

月
五
日
出
航
し
、
同
七
日
に
豆
州
下
問
へ
前
姑
し
、
同
日
間
関
須
崎

浦
現
兵
衛
方
へ
詳
培
、
十
日
広
後
山
川
、
廿
三
日
の
脆
阿
州
浅
川
へ

治山
芹
仕
候
。

一
、
右
漂
泊
の
嶋
は
、
八
丈
島
よ
り
三
百
儀
艮
斗
も
己
午
の
方
に
て

候
。
此
ι
品
に
見
事
成
樹
多
〈世
情
之
候
。
取
分
見
事
成
を
仰
川
に
も
可

立
や
と
お
じ
、
二
本
切
参
申
候
。
長
一
丈
二
尺
許
、
本
来
共
に
切
口

一
木
は
八
丈
島
区
て
代
官
内
総
助
へ
地
候
。

笠
尺
六
七
寸
許
に
候
。

一
本
は
須
崎
の
迎
兵
衛
に
預
け
也
、
江
戸
紀
州
殴
屋
数
迄
崩
候
椋
K

中
也
候
。
右
木
業
は
す
拍
荷
の
如

t
陀
て
枝
蛇
之
、業
許
術
之
、
色
h
k

の

そ
タ

給
様
相
も
見
事
陀
有
之
、
此
樹
二
か
い
三
か
い
許
の
木
多
相
H

品候
。

長
さ
十
七
八
問
・
二
十
聞
も
有
之
、
本
末
同
様
成
木
数
多
御
鹿
候
。
此

島
廻
り
見
候
へ
ば
二
三
思
姐
り
の
川
町
、

hMさ
は
伊
豆
の
大
島
三
分
一
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